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安全リレーmyPNOZ	–	5種類の新モジュールで機能
がさらに充実	-	豊富なバリエーションでカスタマイ
ズ安全ソリューションを実現

オストフィルダン,	29.04.2025	-	カスタマイズ安全リレー

myPNOZの機能が拡充され、オンラインツールmyPNOZ
Creatorに、4つの入力モジュールと1つの出力モジュールが加わ

り、新たに5種のモジュールが利用可能になりました。例えば、す

べての入力モジュールとすべての入出力モジュールに、入力機能の

状態を上位のコントローラに知らせるための信号出力が搭載されま

した。これまで以上に多様なアプリケーションシナリオに対応した

myPNOZで、オーダーメイドの安全を実現できます。

入力機能の状態（扉が開いているなど）を送信する信号出力が新た

に追加されました。この状態情報は、その他の機能の他、機械全体

の入力機能を可視化するなど、さまざまな用途に活用できます。こ

れらの高度な診断機能により、スピーディなトラブルシューティン

グが可能となり、機械のダウンタイムが短縮されます。

新たな取り組み：アクセスポイントの監視

myPNOZのアプリケーションシナリオが増え、扉や電子感応式保
護装置（ESPE）など、機械のさまざまなアクセス箇所で活用でき
るようになりました。この用途に向けて、安全リレーには新たに2
種類の入力モジュールPNOZ	yi7	lockとyi8が追加されています。
Yi7モジュールでは、一般の安全扉システムにおいて、安全ガード
ロックやインターロックガードロックの監視・制御も行えるように

なりました。また、安全扉が開いている間は、機械が確実に停止す

るよう制御されます。ピルツの安全ロック装置PSENmlockと
PSENslockを組み合わせれば、ガードロック機能を備えた安全扉
監視システムが完成します。新しいyi8モジュールは、ピルツの安
全スイッチPSENmagなど、ガードに取り付けられた安全センサに
加えて、単一チャンネルのESPEセンサの制御・監視にも対応しま
す。ピルツのPSENoptをはじめとする安全ライトバリヤもその対
象となります。多彩な機能を備えたyi8があれば、たった1台の入力
モジュールで、生産現場の安全をより柔軟に自動化できます。



モジュール数は削減、アプリケーション範囲はさらに拡大

多数の安全入力が必要な大規模アプリケーションを、1台の安全リ
レーで効率的に構築したいというニーズに応え、myPNOZに新し
い入力モジュールが加わりました。入力モジュールyi5は、安全な2
チャンネル入力を4点搭載しているため、同じ数の安全機能をより
少ないモジュール数で実現できるようになりました。これには、制

御盤内のコストとスペースを節約できるという経済的なメリットも

あります。結果として、最大30の安全な2チャンネル入力機能を
たった1台のmyPNOZシステムで実現できるようになりました。

Group	ORによる安全機能の切り替え

複数の安全入力機能を、状況に応じて切り替えて使用したい場合に

適しているのが、新たに登場した入力モジュールPNOZ	yi6です。
「Group	OR」安全機能に対応しているため、複数の安全機能を使
い分ける必要のあるアプリケーションが可能となります。さまざま

なシナリオの安全アプリケーションを、わずか1台のモジュールで
実現できます。例えばプレスのアプリケーションでは、オペレー

ティングモードに応じて異なる入力機能を使い分けなければなりま

せん。プレス機が「自動モード」のときは、安全扉とライトカーテ

ンで安全が確保されますが、「OR	Press」安全機能を使用すれば、
ユーザは、両手操作押しボタンにより「手動モード」に切り替える

ことができます。

出力の自由度がアップ

新たに、時間遅延切り替え出力と直接切り替え出力の組み合わせが

可能になり、新しい出力モジュールPNOZ	yo5がこれに対応してい
ます。4点の出力があり、オンディレー出力またはオフディレー出
力2点と直接切り替え出力2点の組み合わせが可能です。この柔軟
な構成により、モジュール数を減らし、制御盤内の省スペース化も

実現します。機能性を高めながらコストを抑えられる、まさに現場

のニーズに応えるモジュールです。

myPNOZ：その全貌
カスタマイズ安全リレーmyPNOZは、選定から注文までをデジタ
ルで完結できる、柔軟かつ汎用性の高いソリューションです。直感

的に操作できるオンラインツールmyPNOZ	Creatorを使えば、
ユーザは「自分仕様」のmyPNOZを自由に設計できます。組み立
て、設定、テスト済みの状態でお届けするため、完全にカスタマイ

ズされたシステムをすぐに設置できます。新旧すべてのモジュール

は、ヘッドモジュールから電源が供給され、バスコネクタによって

接続されます。

カスタマイズ安全リレーmyPNOZの詳細は、こちらでご覧
ください。

https://www.pilz.com/ja-INT/produkte/schaltgeraete/modulares-sicherheitsrelais/index.html


キャプション:	ピルツのカスタマイズ安全リレーmyPNOZのオンラインツールmyPNOZ
Creatorに、4つの入力モジュールと1つの出力モジュールが加わり、新たに5種のモジュー
ルが利用可能になりました。機能が拡充されたことで、柔軟性が大幅にアップしています。
(写真:	©	Pilz	GmbH	&	Co.	KG)

こちらからテキストと画像をダウンロードできます:
https://www.pilz.com/ja-
INT/company/press/messages/articles/245599

Pilz	–	The	Spirit	of	Safety

ピルツは、オートメーション技術分野の製品、システム、サービス

を提供するグローバルサプライヤーです。安全オートメーションの

先駆者として、人、機械、環境の安全を創造し続けています。同族

企業ピルツの設立は1948年に遡り、現在ではオストフィルダンの
本社を拠点として世界各国に42の現地法人・支店、2,500名の従業
員を擁しています。

業界の技術リーダーであるピルツは、機械の安全と産業サイバーセ

キュリティを実現するためのトータルなオートメーションソリュー

ションを提供しています。そのポートフォリオには、センサ、コン

トローラ、ドライブ技術に加え、産業用通信、診断、視覚化を目的

としたシステムが含まれます。また、コンサルティング、エンジニ

アリング、トレーニングを含む各種サービスも国際的に提供してい

ます。ピルツのソリューションは、機械エンジニアリングの業界に

とどまらず、社内物流、包装、鉄道技術、ロボティクスなど、多く

の業界で採用されています。

	

https://www.pilz.com/ja-INT/company/press/messages/articles/245599


ピルツのソーシャルネットワーク

ピルツのソーシャルメディアチャネルでは、ピルツと社員の参考情

報の他、オートメーション技術開発に関する最新情報をお知らせし

ます。

https://www.facebook.com/pilzINT

https://www.youtube.com/user/PilzINT

https://www.linkedin.com/company/pilz
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